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特集「なばりのきらきらウーマン」 

第 2回 トマト農家 北島
きたじま

 芙有子
ふ う こ

さん 

名張できらきら輝く女性へのインタビュー企画・第 2 回

目は、大玉トマト栽培に取り組む北島さん。物静かな雰囲気

の中に、おいしいトマトを育てる追求心と芯の強さを感じま

した。トマト愛溢れるインタビューです。 

（インタビューの内容はこちらです） 
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2020 年 8月発行 

9 月 1 日は「防災の日」です！ 
9月 1日の「防災の日」を含む 1週間（8 月 30日～9 月 5日）が「防災週間」と定められ

ています。今月のつうしんは「防災」をテーマにお送りします。 

 今年は新型コロナウイルス感染症の影響で、防災訓練も中止のと

ころが多いと思います。災害はいつ起きるか分からないもの。もし

もの時の備え、できていますか？ 

クイズを楽しみながら、防災を考えてみませんか。 

編集協力：名張近鉄ガス株式会社 （クイズの答えは枠外です） 

必ず備えておきたい簡易トイレ。 

大人 1 人につき、1 日何枚くらいの備蓄

が必要？ 

① 1～3枚 

② 4～8枚 

➂ 14～18枚 
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【答え】 ② 4～8枚 

飲料水は1日1人最低何リットル必要？ 

① 500ミリリットル 

② 2リットル 

③ 10リットル 

 

 

【答え】 ② 2リットル 
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喉の渇きを感じたら、すでに「脱水」が始まっ

ている証拠。そうなる前にすぐ水分が摂れるよう、

飲料水も日ごろから備蓄しましょう！（備蓄には 7

日分の飲料水が必要になります） 
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「防災訓練＋地域交流会」で、老若男女問わず、参加しやすい防災訓練へ 

市内のある自治会の取組をご紹介します  （2019 年 11 月開催） 

 

  

この日の防災訓練は、地域交流会も兼ねていて、さまざまな年齢の住民が参加しました。

事前に参加の申し込みが必要でしたが、当日は班で誘い合って、集合場所の避難所へみんな

で向かいました。道中では、道や場所の「どこが危ないか？」確認しながら向かいます。「こ

こが危ないね」「こんなところも危ないんだね」住民同士で気づき合い確認し合うことで、

いざ避難が必要な時の危険の回避につながります。 

避難所では、防災クイズなどを通して、大人も子どもも楽しみながら防災を学びました。 

紙で食器を作ったり、「じゃがりこ」（じゃがいものお菓子）を使った、簡単に作れるポテト

サラダの試食もしました。防災クイズでは、正解した人に景品を渡しました。景品は主に 100

円ショップで手に入る防災グッズなどを用意しました。また、防災訓練に参加できなかった

住民の方へは後日、名張市指定のゴミ袋を配りました。 

今回の地域交流会を兼ねた防災訓練では、年齢や家族構成を問わず、同じ

課題について解決策を考えることができました！ 

避難グッズを入れた「非常持ち出し袋」

は、どこに置いておくのがいい？ 

① 邪魔にならない【押し入れの奥】 

② 非常食などの入れ替えが便利な 

【キッチン】 

➂ 逃げ出す時に持ち出しやすい【玄関】 

【答え】 ③ 玄関 
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巻頭ページに引き続き、防災クイズです。何問正解しましたか？ 

家や職場などの備えはじゅうぶんか、見直してみましょう！ 

（クイズの答えは枠外です） 災害用伝言ダイヤルの番号は「171」だ 
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【答え】 〇 

災害用伝言ダイヤルを利用することで、電話

がつながりにくい時に自分の「無事」を録音して

伝えたり、家族の「無事」を確かめたりできます。 

また「災害用伝言サービス」では、災害用伝言

板などの利用もできます。平常時から確認してお

くといいですね。 

 【センタースタッフのひとこと】 

防災訓練って必要なことだけど、なかなか参加しづらいな…と個人的に感じて

いました。でもクイズをしたり「楽しみながら」しっかり学べるなら、参加してみ

たいなと思いました。必要なことだからこそ、大人も子どもも楽しんで備えること

は、とても意味があり大事なことだな～と感じました！ 

参加できなかった人へゴミ袋を配るなど、「取り残さない」工夫もいいですね。 

【参考資料】防災に関連した情報のサイトとリンクです。防災クイズなどの参考にしました。 

★ 地震 ITSUMO http://www.jishin-itsumo.com/ 

★ 大阪ガス「考える防災教室」 https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/bousai/booklet/ 

★ 総務省「災害用伝言サービス」 

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_anzen/hijyo/dengon.html 

★ 内閣府「新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害対応のポイント【第１版】について」 

http://www.bousai.go.jp/pdf/covid19_tsuuchi.pdf 

 

http://www.jishin-itsumo.com/
https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/bousai/booklet/
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_anzen/hijyo/dengon.html
http://www.bousai.go.jp/pdf/covid19_tsuuchi.pdf
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避難所運営は男性？ 炊き出しは女性？  

～男女共同参画の視点に立った防災―平時から多様性の尊重が必要～ 

男性だったら誰でも避難所運営が得意でしょうか。女性だったら炊き出しが得意でしょう

か。誰にでも得意・不得意がありますよね。「男性は避難所運営、女性は炊き出し」などとい

った固定的な役割分担で避難所運営を行うと、男性も女性も、どちらも疲弊してしまいま

す。性別で役割を分担するのではなく、その人の能力で役割を分担してはどうでしょう。 

被災という緊急時にあっても、性別や年齢などにかかわらず、誰もが等しく尊重されること

が大切です。しかし、平時（日常）にできていないことは緊急時にはできません。だからこそ、

平時から多様性の尊重が必要です。 

熊本地震の被災経験から学ぶ「男女共同参画の視点に立った防災」 

熊本地震の教訓を踏まえて災害時の注意点をまとめた冊子を、熊本市男女

共同参画センター「はあもにい」が作成しました。熊本地震の際、女性、男

性、性的少数者、外国人、障害者、支援者などに何が起きたのか？ 多様な立

場の人々の視点から、避難生活で直面した課題と解決策を例示しています。 

PDF データが公開されています http://harmony-mimoza.org/news/2019/12/book.html 

編集後記 

今月のつうしんは「防災」がテーマということで、6月号の特集でもお世話になった、

名張近鉄ガス株式会社の奥田春菜さんに協力していただきました。近鉄ガスでは「防

災クッキング」や「考える防災教室」など、防災にも力を入れていらっしゃいます。 

私も今月の記事を書きながら、改めて家の備蓄品や災害への備えを見直しました。

備えているつもりでも、意外と足りないもの・見落としていることだらけ。家族と話し

合って、なにが必要か、どこを改善すべきか試行錯誤中です。 

 

つうしん 104 号アンケート  
つうしんを手に取っていただきありがとうございます。今後の編集のために、ご意見をお寄せください。

ご回答いただいた方の中から抽選で図書カード 1000 円分を進呈いたします。下記①～⑤の必要事項をご記

入のうえ、メール、ハガキ、または FAX でお送りください。（送料等はご負担ください） 

① 記事の内容は参考になりましたか？   A. 参考になった  B. 参考にならなかった 

② A「参考になった」を選択された方にお尋ねします。どの記事が参考になりましたか？（複数回答可） 

（あ）特集「なばりのきらきらウーマン」 （い）防災クイズ （う）ある自治会の防災訓練の取組紹介 

（え）男女共同参画視点に立った防災   （お）相談日程 

➂ 興味のあるテーマ、今後読みたいと思うテーマはどれですか？（複数回答可） 

（あ）性の多様性 （い）男性の育児休暇 （う）DV（性暴力） （え）SDGｓ （お）その他（    ） 

④ 特集「なばりのきらきらウーマン」についてご意見・ご感想をお聞かせください。 

⑤ 104 号の記事全体について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

★ お名前、年齢、住所、連絡先、つうしんの号数を明記の上、下記へお送りください。 

応募締切は 10月9日（必着）です。 
 

 

＜メールQRコード＞ 

※ ご記入いただいた個人情報はアンケート記念品の発送のみに使用し、当選発表は商品の発送をもって
かえさせていただきます。 

 

＜メール宛先＞ danjo-center@emachi-nabari.jp「つうしん 104 号アンケート」 

＜郵送宛先＞〒518-0775 名張市希央台 5-19 名張市男女共同参画センター 宛 

＜FAX 宛先＞ 0595-63-5326 

 

http://harmony-mimoza.org/news/2019/12/book.html
mailto:danjo-center@emachi-nabari.jp
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
　　　女性弁護士

　　　による法律相談

10：00～12：00

13：00～15：00

女性のための相談

13：00～1６：00 

4 5 6 7 8 9 10
男性のための相談

17：00～19：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～1６：00 

11 12 13 14 15 16 17
　　　   人権相談 　　　 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

10：00～15：00 10：00～12：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～1６：00 

18 19 20 21 22 23 24
　　　   人権相談

13：30～16：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～1６：00 

25 26 27 28 29 30 31

　　　 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

13：00～1６：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～1６：00 

休館日

休館日

●予約電話

　　　６３－５３３６

休館日

休館日

名張市男女共同参画センター2020年

10月

相 談 日 程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
　　　女性弁護士

　　　による法律相談

10：00～12：00

13：00～15：00

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～16：00 

6 7 8 9 10 11 12
　　　   人権相談 男性のための相談

13：30～16：00 17：00～19：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～16：00 

13 14 15 16 17 18 19
　　　   人権相談 　　　 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

13：30～16：00 10：00～12：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～16：00 

20 21 22 23 24 25 26

　　　 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

13：00～16：00 

女性のための相談 女性のための相談

9：00～12：00 13：00～16：00 

27 28 29 30

女性のための相談

9：00～12：00 

　　●予約電話　６３－５３３６

休館日

休館日

休館日

休館日

名張市男女共同参画センター2020年

9月

相 談 日 程
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インタビュー（ページ内リンク用見出し） 

～特集「なばりのきらきらウーマン」～ 

104 号（特集 02-1） 
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